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デパート９階熱帯魚専門店。偶然立ち寄ったその店で気にな

る水槽。「熱帯魚を飼うのなんてめんどくさいんだろうな…」そ

のとき、どこかで声がした。「やってみれば、なんてことないさ」 
ナマズの「コリドラス・パレアトゥス」と暮らすことになっ

た「私」は、彼の語る荒唐無稽な世界一周身の上話にあきれつ

つ…作家である「私」が連載する掌編小説も交え、２倍楽しめ

るショートショート。「コリドラス・パレアトゥス」と「私」の

かけあいがおもしろい。 

 
 

この本を読んだことのある方

は、少しお得感をえられます。 
 
 

ＮＯ ＩＭＡＧＥ 
『アルフレートの時計台』 

ＮＯ ＩＭＡＧＥ 
『コリドラス・テイルズ』 

 
  

  
 
少年時代をすごした町に赴任してきた小児科医クラウ

ス。よみがえる親友との記憶。親友が好きだった時計台。

その時計台は、いつも３時をさしており、いくつものう

わさがあった。「一階の入り口から、人が入るところは見

ても、出てくるのを見た者はいない」とか、「夜中の零時

にくると、そのときだけ、時計は零時をさしている」と

か…。そんな時計台の入り口にクラウスは小さな異変を

みつける。開かずの扉のはずが、ほんの少しすきまが開

いていて… 
 

ＮＯ  

ＩＭＡＧＥ 

↑『ナツカのおばけ事

件簿』シリーズのもと

になったおはなしも

はいっています。 

ＮＯ    

ＩＭＡＧＥ 


